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(54)【発明の名称】 送受信方法及び超音波診断装置

(57)【要約】
【課題】  超音波振動子で得た超音波エコー信号をワイ
ヤレス信号として正確に超音波観測装置に伝送すること
が可能な送受信方法及び超音波診断装置を実現する。
【解決手段】  超音波振動子２ａは、超音波観測装置５
から送信される駆動信号により駆動される。前記超音波
振動子２ａで得た超音波エコー信号は、信号処理された
後、内視鏡側送受信部１４によりデータ長で区切られ、
同じ信号を２ブロックづつワイヤレスで送信される。前
記超音波観測装置５は、装置側送受信部１５で受信した
ワイヤレス信号を復調し、ディジタル信号に変換して、
１ブロック遅延させた後、比較抽出回路３６で遅延信号
と元の信号とを比較し、同一の信号のみを抽出してエコ
ーデータを再生する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  データを取得するデータ取得工程と、
前記データ取得工程で得られたデータと同一のデータを
複数個送出する送出工程と、
前記送出工程で送出された前記複数個のデータを受信す
る受信工程と、
前記受信工程で受信された前記複数個のデータが同一の
データであるか否かを比較して同一のデータのみを抽出
する抽出工程と、
を具備したことを特徴とする送受信方法。
【請求項２】  データを取得するデータ取得工程と、
前記データ取得工程で得られたデータを所定の順序で所
定のデータ長毎にブロック化するブロック化工程と、
前記ブロック化工程でブロック化された信号のそれぞれ
のブロックを複数生成して、生成させたブロックをそれ
ぞれ元のブロックと連続するように挿入して逓倍化信号
を作る逓倍化工程と、
前記逓倍化信号を送出する送信工程と、
前記送信工程で送出された信号を受信する受信工程と、
前記受信工程で受信された受信信号を前記ブロックと対
応して所定ブロック分シフトさせるシフト工程と、
前記受信信号と前記シフト手段でシフトされた信号を比
較して信号情報の一致するブロックを抽出する抽出工程
と、
を具備したことを特徴とする送受信方法。
【請求項３】  被検体に超音波を送受信する超音波振動
子と、
前記超音波振動子によるエコー信号を処理してエコーデ
ータとする信号処理手段と、
前記信号処理手段で得られたエコーデータと同一のエコ
ーデータをワイヤレス信号として複数個送出する送出手
段と、
前記送出手段で送出されたワイヤレス信号を受信する受
信手段と、
前記受信手段で受信された前記ワイヤレス信号を複数個
のエコーデータに変換する変換手段と、
前記変換手段により変換された複数のエコーデータが同
一のエコーデータであるか否かを比較して同一のエコー
データのみを抽出する抽出手段と、
を具備したことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、送受信方法及び超
音波診断装置、更に詳しくは、データを取得して送受信
する部分に特徴のある送受信方法及び超音波診断装置に
関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、超音波診断装置は、広く用いられ
ている。超音波診断装置は、例えば、超音波内視鏡と超
音波観測装置とで構成されている。超音波内視鏡は、体
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腔内に挿入可能な挿入部の先端に超音波振動子を有して
いる。超音波観測装置は、超音波内視鏡の超音波振動子
から得られた超音波エコー信号を信号処理してモニタに
画像表示させる。
【０００３】このような超音波診断装置は、例えば図４
に示すように構成されている。図４は、従来の超音波診
断装置の１例を示す構成図である。図４に示すように超
音波診断装置１００は、被検体に対して超音波を送受信
する超音波振動子１０１ａ及び被写体像を撮像するＣＣ
Ｄ等の撮像装置１０１ｂを有する超音波内視鏡１０１
と、この超音波内視鏡１０１の前記撮像装置１０１ｂか
らの撮像信号を信号処理して映像信号を生成するカメラ
コントロールユニット（以下、ＣＣＵ）１０２と、前記
超音波内視鏡１０１に内蔵されたライトガイド等の照明
光学系１０１ｃに被検体を照明する照明光を供給する光
源装置１０３と、前記超音波内視鏡１０１の超音波振動
子を駆動するための駆動信号を生成すると共に、前記超
音波振動子で受信した超音波エコー信号の処理等を行う
超音波観測装置１０４と、この超音波観測装置１０４又
は前記ＣＣＵ１０２に接続されて、超音波診断画像又は
内視鏡画像を表示するモニタ１０５とから主に構成され
ている。
【０００４】前記超音波内視鏡１０１は、体腔内に挿入
される細長な挿入部１１１と、この挿入部１１１の後端
に位置する操作部１１２とから構成され、前記操作部１
１２側部から延出するユニバーサルコード１１３を前記
光源装置１０３及び前記ＣＣＵ１０２に着脱自在に接続
するようになっている。また、前記超音波内視鏡１０１
は、前記操作部１１２側部から延出する超音波コード１
１４を前記超音波観測装置１０４に着脱自在に接続する
ようになっている。
【０００５】図５は図４の超音波観測装置の回路ブロッ
ク図の１例である。図５に示すように前記超音波診断装
置１００は、前記超音波観測装置１０４内のＵＳドライ
バ１２１から前記超音波コード１１４を介して駆動信号
を供給される。この供給された駆動信号により、前記超
音波内視鏡１０１内の超音波振動子１０１ａは駆動され
超音波を送波する。送波された超音波は、被検体で反射
されて超音波振動子１０１ａで超音波エコー信号として
受信される。前記超音波振動子１０１ａで受信された超
音波エコー信号は、前記超音波コード１１４を介して前
記超音波観測装置１０４へ出力される。前記超音波観測
装置１０４に入力された超音波エコー信号は、アナログ
信号処理回路１２２により信号処理され、Ａ／Ｄ変換器
１２３によりアナログ信号からディジタル信号に変換さ
れて音線メモリ１２４に格納される。前記音線メモリ１
２４に格納されたディジタル信号は、画質調整回路１２
５により画質調整が行われ、座標変換回路１２６により
座標変換される。座標変換されたディジタル信号は、外
部入力手段として操作卓１２７及びフットスイッチ１２
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８に接続された制御回路１２９からの制御により、グラ
フィック回路１３１からの情報を画像重畳回路１３２で
重畳され、Ｄ／Ａ変換器１３３ａ，１３３ｂ，１３３ｃ
でそれぞれＲ、Ｇ、Ｂ毎にディジタル信号からアナログ
信号に変換される。変換されたアナログ信号は、変調回
路１３４で変調されてＲＧＢ信号、Ｙ／Ｃ信号、複合映
像信号として前記モニタ１０５に出力され、このモニタ
１０５で超音波診断画像が表示されるようになってい
る。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】上記従来の超音波診断
装置１００は、超音波内視鏡１０１と超音波観測装置１
０４とを超音波コード１１４で接続されていた。このた
め、検査室の各ベッドサイドに超音波診断装置が設置さ
れている病院では、超音波検査を行う際に、超音波観測
装置を各ベッドに移動させる必要があり、また、配線も
取り替える必要があった。
【０００７】一方、これに対して、例えば特開昭６１－
３４３３５号公報に記載されている超音波診断装置は、
超音波振動子を有する超音波プローブと超音波観測装置
とをワイヤレスで接続しているものが提案されている。
また、例えば実開平２－８２３１４号公報に記載されて
いる超音波診断装置は、超音波プローブと超音波観測装
置とのワイヤレス伝送による画質劣化を防止するものが
提案されている。
【０００８】しかしながら、上記特開昭６１－３４３３
５号公報や実開平２－８２３１４号公報に記載の超音波
診断装置は、ワイヤレス伝送によって正確に超音波エコ
ー信号を超音波観測装置に伝送するのは難しく、ノイズ
の影響を受けることがあった。
【０００９】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
で、超音波振動子で得た超音波エコー信号をワイヤレス
信号として正確に超音波観測装置に伝送することが可能
な送受信方法及び超音波診断装置を提供することを目的
とする。
【００１０】
【課題を解決するための手段】前記目的を達成するた
め、本発明の請求項１に記載の送受信方法は、データを
取得するデータ取得工程と、前記データ取得工程で得ら
れたデータと同一のデータを複数個送出する送出工程
と、前記送出工程で送出された前記複数個のデータを受
信する受信工程と、前記受信工程で受信された前記複数
個のデータが同一のデータであるか否かを比較して同一
のデータのみを抽出する抽出工程と、を具備したことを
特徴としている。また、本発明の請求項２に記載の送受
信方法は、データを取得するデータ取得工程と、前記デ
ータ取得工程で得られたデータを所定の順序で所定のデ
ータ長毎にブロック化するブロック化工程と、前記ブロ
ック化工程でブロック化された信号のそれぞれのブロッ
クを複数生成して、生成させたブロックをそれぞれ元の
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ブロックと連続するように挿入して逓倍化信号を作る逓
倍化工程と、前記逓倍化信号を送出する送信工程と、前
記送信工程で送出された信号を受信する受信工程と、前
記受信工程で受信された受信信号を前記ブロックと対応
して所定ブロック分シフトさせるシフト工程と、前記受
信信号と前記シフト手段でシフトされた信号を比較して
信号情報の一致するブロックを抽出する抽出工程と、を
具備したことを特徴としている。また、本発明の請求項
３に記載の超音波診断装置は、被検体に超音波を送受信
する超音波振動子と、前記超音波振動子によるエコー信
号を処理してエコーデータとする信号処理手段と、前記
信号処理手段で得られたエコーデータと同一のエコーデ
ータをワイヤレス信号として複数個送出する送出手段
と、前記送出手段で送出されたワイヤレス信号を受信す
る受信手段と、前記受信手段で受信された前記ワイヤレ
ス信号を複数個のエコーデータに変換する変換手段と、
前記変換手段により変換された複数のエコーデータが同
一のエコーデータであるか否かを比較して同一のエコー
データのみを抽出する抽出手段と、を具備したことを特
徴としている。この構成により、超音波振動子で得た超
音波エコー信号をワイヤレス信号として正確に超音波観
測装置に伝送することが可能な送受信方法及び超音波診
断装置を実現する。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の１
実施の形態を説明する。図１ないし図３は本発明の１実
施の形態に係わり、図１は本発明の１実施の形態を備え
た超音波診断装置の全体構成を示す全体構成図、図２は
図１の超音波内視鏡及び超音波観測装置の回路ブロック
図、図３は図２の比較抽出回路の動作を説明するタイム
チャート図である。
【００１２】図１に示すように本発明の１実施の形態を
備えた超音波診断装置１は、被検体に対して超音波を送
受信する超音波振動子２ａ及び被写体像を撮像するＣＣ
Ｄ等の撮像装置２ｂを有する超音波内視鏡２と、この超
音波内視鏡２の前記撮像装置２ｂからの撮像信号を信号
処理して映像信号を生成するＣＣＵ３と、前記超音波内
視鏡２に内蔵されたライトガイド等の照明光学系２ｃに
被検体を照明する照明光を供給する光源装置４と、前記
超音波内視鏡２の超音波振動子２ａを駆動するための駆
動信号を生成すると共に、前記超音波振動子２ａで受信
した超音波エコー信号の処理等を行う超音波観測装置５
と、この超音波観測装置５又は前記ＣＣＵ３に接続され
て、超音波診断画像又は内視鏡画像を表示するモニタ６
とから主に構成されている。
【００１３】前記超音波内視鏡２は、体腔内に挿入され
る細長な挿入部１１と、この挿入部１１の後端に位置す
る操作部１２とから構成され、前記操作部１２側部から
延出するユニバーサルコード１３を前記光源装置４及び
前記ＣＣＵ３に着脱自在に接続するようになっている。
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尚、図示しないが、超音波内視鏡２の電源は、前記ＣＣ
Ｕ３からユニバーサルコード１３を介して供給されるよ
うになっている。
【００１４】本実施の形態では、前記超音波内視鏡２と
前記超音波観測装置５との間でワイヤレスにて通信を行
うようになっている。即ち、前記超音波内視鏡２は、前
記超音波振動子２ａに接続する内視鏡側ワイヤレス信号
送受信部（以下、内視鏡側送受信部）１４を設けてい
る。一方、前記超音波観測装置５は、前記超音波内視鏡
２の内視鏡側送受信部と通信する観測装置側ワイヤレス
信号送受信部（以下、装置側送受信部）１５を設けてい
る。尚、これら内視鏡側送受信部１４と装置側送受信部
１５とは、例えば赤外線１６により通信するようになっ
ている。また、図中では、モニタ６と超音波観測装置５
とは、ケーブルにて接続されているが、ワイヤレスで超
音波観測装置５から映像信号を送信するように構成して
も良い。
【００１５】図２に示すように前記超音波内視鏡２は、
前記超音波観測装置５の装置側送受信部１５から送信さ
れるワイヤレス信号の駆動信号を前記内視鏡側送受信部
１４で受信するようになっている。前記超音波内視鏡２
は、受信したワイヤレス信号による駆動信号を受信回路
２１で復調し、この復調された駆動信号により前記超音
波振動子２ａを駆動するようになっている。前記超音波
内視鏡２は、被検体で反射されて超音波エコー信号とし
て前記超音波振動子２ａで受信された超音波エコー信号
をアナログ信号処理するアナログ信号処理回路２２と、
このアナログ信号処理回路２２で処理されたアナログ信
号をワイヤレス信号に変調する無線信号変調部２３とを
有して構成される。そして、前記無線信号変調部２３で
ワイヤレス信号に変調された信号は、前記内視鏡側送受
信部１４により前記超音波観測装置５へ送信される。こ
のとき、前記内視鏡側送受信部１４は、ワイヤレス信号
に変調された信号のエコーデータと同一のエコーデータ
を所定の順序で所定のデータ長毎にブロック化し、これ
らブロック化したエコーデータのそれぞれのブロックを
複数生成すると共に、これら生成した複数のブロックを
それぞれ元のブロックと連続するように挿入して逓倍化
信号を生成し送信する。本実施の形態では、ワイヤレス
信号に変調された信号のエコーデータをデータ長で区切
り、同じ信号を２ブロックづつワイヤレスで送信するこ
とで逓倍化信号を生成している。
【００１６】前記超音波観測装置５は、生成した駆動信
号により前記超音波振動子２ａを駆動させ、超音波を送
受信させるＵＳドライバ３１と、このＵＳドライバ３１
からの駆動信号をワイヤレス信号に変調するための送信
回路３２とを有し、前記装置側送受信部１５により、前
記送信回路３２からのワイヤレス信号を送信すると共
に、前記超音波内視鏡２から送信されるワイヤレス信号
を受信するようになっている。
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【００１７】前記超音波観測装置５は、前記装置側送受
信部１５で受信したワイヤレス信号を超音波エコー信号
に復調する無線信号復調部３３と、この無線信号復調部
３３で復調された超音波エコー信号をアナログ信号から
ディジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器３４と、このＡ
／Ｄ変換器３４で変換されたディジタル信号を１ブロッ
ク遅延させる信号遅延回路３５と、この信号遅延回路３
５で１ブロック遅延された遅延信号と元の信号とを比較
し、同一の信号のみを抽出する比較抽出回路３６と、こ
の比較抽出回路３６で抽出されたディジタル信号を音線
ごとに格納する音線メモリ３７と、この音線メモリ３７
に格納されたデジタル信号を読み出して画質を調整する
ための画質調整回路３８と、この画質調整回路３８で調
整されたディジタル信号を座標に変換するための座標変
換回路３９と、キャラクタ表示などのグラフィック処理
を行うグラフィック回路４１と、外部からの制御信号を
処理するための制御回路４２と、この制御回路４２の制
御により、前記座標変換回路３９で座標変換されたディ
ジタル信号と前記グラフィック回路４１により得られた
キャラクタ表示のディジタル信号を画像上で重畳させる
画像重畳回路４３と、この画像重畳回路４３からのデジ
タル信号をそれぞれＲ、Ｇ、Ｂ毎にアナログ信号に変換
するＤ／Ａ変換器４４ａ，４４ｂ，４４ｃと、このＤ／
Ａ変換器４４ａ～４４ｃで得られたアナログ信号を変調
する変調回路４５とを有して構成される。尚、前記制御
回路４２は、外部入力手段として手で操作可能な操作卓
４６及び足で操作可能なフットスイッチ４７に接続さ
れ、これら操作卓４６及びフットスイッチ４７により制
御信号を出力されるようになっている。また、前記信号
遅延回路３５は、フリップフロップ回路等で構成されて
いる。
【００１８】次に図２及び図３を参照して本実施の形態
の作用を説明する。超音波診断装置１は、内視鏡側送受
信部１４で受信した超音波観測装置５からの駆動信号に
より超音波内視鏡２内の超音波振動子２ａが駆動され超
音波を送波する。送波された超音波は、被検体で反射さ
れて超音波振動子２ａで超音波エコー信号として受信さ
れる。超音波振動子２ａで受信された超音波エコー信号
は、アナログ信号処理回路２２により信号処理され、無
線信号変調部２３でワイヤレス信号に変調される。ワイ
ヤレス信号に変調された超音波エコー信号は、内視鏡側
送受信部１４で同じデータが２ブロックづつ超音波観測
装置５へ赤外線により送信される（図３参照）。この一
連の操作を超音波内視鏡２内で行い、超音波内視鏡２か
ら送信されてきた赤外線によるワイヤレス信号は、超音
波観測装置５の装置側送受信部１５で受信される。
【００１９】超音波観測装置５の装置側送受信部１５で
受信されたワイヤレス信号は、無線信号復調部３３で復
調され、Ａ／Ｄ変換器３４によりアナログ信号からディ
ジタル信号には変換される。変換されたディジタル信号
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は、２ブロックづつ送信されてきたデータに対し信号遅
延回路３５により１ブロック遅延され、比較抽出回路３
６に出力される。
【００２０】ここで、比較抽出回路３６の動作は、図３
に示すようになっている。比較抽出回路３６は、同じデ
ータを２ブロックづつ増やして内視鏡側送受信部１４か
ら送信されてきた元のワイヤレス信号と、１ブロック遅
延されたワイヤレス信号とを１ブロックづつ比較する。
そして、比較抽出回路３６は、この比較した結果、同じ
もののみ取り出（抽出）してエコーデータを再生し、音
線メモリ３７へ出力される。一方、比較抽出回路３６
は、比較した結果、信号が異なっていれば、音線メモリ
３７を更新すること無く、再送要求信号を出力する。こ
の比較抽出回路３６の再送要求信号は、装置側送受信部
１５を介して内視鏡側送受信部１４へ送信される。そし
て、内視鏡側送受信部１４は、再度ワイヤレス信号に変
調された超音波エコー信号を送信するようになってい
る。
【００２１】その後、音線メモリ３７に格納されたディ
ジタル信号は、画質調整回路３８により画質調整が行わ
れ、座標変換回路３９により座標変換される。座標変換
されたディジタル信号は、外部入力手段として操作卓４
６及びフットスイッチ４７に接続された制御回路４２か
らの制御により、グラフィック回路４１からの情報を画
像重畳回路４３で重畳され、Ｄ／Ａ変換器１８によりデ
ィジタル信号からアナログ信号に変換されて、ＲＧＢ信
号、Ｙ／Ｃ信号、複合映像信号としてモニタ６に出力さ
れ、このモニタ６で超音波診断画像が表示される。
【００２２】この結果、本実施の形態の超音波診断装置
１は、超音波内視鏡２と超音波観測装置５とをワイヤレ
ス化することにより、超音波内視鏡２と超音波観測装置
５とを別体にできる。従って、本実施の形態の超音波診
断装置１は、検査室の各ベッドサイドに超音波診断装置
が設置されている病院にて超音波検査を行う際に、超音
波観察装置５を各ベッドサイドに移動させる必要がなく
なる。また、本実施の形態の超音波診断装置１は、背面
ケーブルの付け替えも検査の度に行う必要がなくなり、
超音波内視鏡２の操作性が向上する。
【００２３】更に、本実施の形態の超音波診断装置１
は、超音波内視鏡２からの超音波信号をワイヤレス信号
として超音波観測装置５に伝送したときに、誤情報を検
出することができ、この検出した結果により再送を要求
することができる。従って、本実施の形態の超音波診断
装置１は、超音波内視鏡２からの超音波エコー信号をワ
イヤレス信号として正確に超音波観測装置５に伝送する
ことが可能である。尚、超音波診断装置から送出する信
号についても逓倍化することで双方向とも正確な通信が
期待できる。
【００２４】尚、本発明は、前述した実施形態のみに限
定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲で
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種々変形実施可能である。
【００２５】ところで、図６に示すように従来の超音波
診断装置５０は、超音波検査を行う際に、超音波観測装
置５１をいちいち移動させてベッド５２付近に配置し、
超音波内視鏡５３からの超音波エコー信号を信号処理し
て得た超音波診断画像をモニタ５４に表示して用いてい
る。尚、図６は従来の超音波診断装置の構成を示す構成
図である。
【００２６】前記超音波観測装置５１は、図示しない商
用電源からの電源電力を供給する電源回路６１と、この
電源回路６１の１次側電源部６１ａからの電源源力をフ
ローティング側電源部６１ｂを介して供給され、前記超
音波内視鏡５３に内蔵される超音波振動子（不図示）を
駆動するための駆動回路（不図示）等を有するフローテ
ィング回路６２と、前記電源回路６１の１次側電源部６
１ａからの電源源力を２次側電源部６１ｃを介して供給
され、前記超音波内視鏡５３からの超音波エコー信号を
信号処理する２次回路６３とから構成されている。
【００２７】しかしながら、前記超音波観測装置５１を
構成する２次回路６３の部分は、必ずしもベッド５２付
近に設ける必要がない。そこで、図７に示すように超音
波観測装置の２次回路の部分を超音波観測装置とは別体
に設けて、超音波診断装置を構成する。尚、図７は、本
実施例の超音波診断装置の構成を示す構成図である。
【００２８】図７に示すように超音波診断装置７０は、
前記フローティング回路６２を有する超音波観測装置本
体７１と、前記２次回路６３を有する２次回路装置７２
とを有して構成される。前記超音波観測装置本体７１
は、図示しない商用電源からの電源電力を供給する電源
回路７３を有し、この電源回路７３の１次側電源部７３
ａからの電源源力をフローティング側電源部７３ｂを介
して前記フローティング回路６２に供給するようになっ
ている。また、超音波観測装置本体７１は、超音波エコ
ー信号のデータを前記２次回路装置７２へ送信するワイ
ヤレス送信部７４を前記２次回路６３に設けている。
【００２９】一方、前記２次回路装置７２は、図示しな
い商用電源からの電源電力を供給する電源回路７５を有
し、この電源回路７５の１次側電源部７５ａからの電源
源力を２次側電源部７５ｂを介して前記２次回路６３に
供給するようになっている。また、２次回路装置７２
は、前記超音波観測装置本体７１の前記ワイヤレス送信
部７４から送信された超音波エコー信号のデータを受信
するワイヤレス受信部７６を前記２次回路６３に設けて
いる。更に、前記２次回路装置７２は、映像信号のデー
タを前記モニタ５４のワイヤレス受信部５４ａへ送信す
るワイヤレス送信部７７を設けている。
【００３０】このように構成した超音波診断装置７０
は、超音波観測装置の２次回路の部分を超音波観測装置
とは別体に設けたことにより、ベッドサイドに配置する
超音波観測装置を小型化することができる。尚、前記２
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次回路装置７２は、例えば天井に備えて付けて用いるよ
うにすれば、一層ベッド付近の足回りが良くなり、操作
性が向上する。
【００３１】［付記］
（付記項１）  データを取得するデータ取得工程と、前
記データ取得工程で得られたデータと同一のデータを複
数個送出する送出工程と、前記送出工程で送出された前
記複数個のデータを受信する受信工程と、前記受信工程
で受信された前記複数個のデータが同一のデータである
か否かを比較して同一のデータのみを抽出する抽出工程
と、を具備したことを特徴とする送受信方法。
【００３２】（付記項２）  データを取得するデータ取
得工程と、前記データ取得工程で得られたデータを所定
の順序で所定のデータ長毎にブロック化するブロック化
工程と、前記ブロック化工程でブロック化された信号の
それぞれのブロックを複数生成して、生成させたブロッ
クをそれぞれ元のブロックと連続するように挿入して逓
倍化信号を作る逓倍化工程と、前記逓倍化信号を送出す
る送信工程と、前記送信工程で送出された信号を受信す
る受信工程と、前記受信工程で受信された受信信号を前
記ブロックと対応して所定ブロック分シフトさせるシフ
ト工程と、前記受信信号と前記シフト手段でシフトされ
た信号を比較して信号情報の一致するブロックを抽出す
る抽出工程と、を具備したことを特徴とする送受信方
法。
【００３３】（付記項３）  被検体に超音波を送受信す
る超音波振動子と、前記超音波振動子によるエコー信号
を処理してエコーデータとする信号処理手段と、前記信
号処理手段で得られたエコーデータと同一のエコーデー
タをワイヤレス信号として複数個送出する送出手段と、
前記送出手段で送出されたワイヤレス信号を受信する受
信手段と、前記受信手段で受信された前記ワイヤレス信
号を複数個のエコーデータに変換する変換手段と、前記
変換手段により変換された複数のエコーデータが同一の
エコーデータであるか否かを比較して同一のエコーデー
タのみを抽出する抽出手段と、を具備したことを特徴と
する超音波診断装置。
【００３４】（付記項４）  被検体に対して超音波を送
受信する超音波振動子と、この超音波振動子を駆動する
ための駆動信号を生成すると共に、この超音波振動子で
受信した超音波エコー信号に対して信号処理等を行う超
音波観測装置とを備えた超音波診断装置において、前記
超音波振動子で得た超音波エコー信号を処理してエコー
データとする信号処理手段と、前記信号処理手段で得た
エコーデータと同一のエコーデータを所定の順序で所定
のデータ長毎にブロック化し、これらブロック化したエ
コーデータのそれぞれのブロックを複数生成すると共
に、これら生成した複数のブロックをそれぞれ元のブロ
ックと連続するように挿入して逓倍化信号を生成し、ワ
イヤレス信号として送出するデータ送出手段と、前記デ
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ータ送出手段で送出されたワイヤレス信号を受信し、逓
倍化信号に復調するデータ受信手段と、前記データ受信
手段で復調された逓倍化信号を前記ブロックと対応して
所定ブロック分シフトさせ、シフト逓倍化信号を生成す
るシフト逓倍化信号生成手段と、前記シフト逓倍化信号
生成手段で生成されたシフト逓倍化信号と前記逓倍化信
号とを比較し、信号情報が一致するブロックを抽出して
エコーデータを再生する抽出手段と、を具備したことを
特徴とする超音波診断装置。
【００３５】（付記項５）  被検体に対して超音波を送
受信する超音波振動子と、この超音波振動子を駆動する
ための駆動信号を生成すると共に、この超音波振動子で
受信した超音波エコー信号に対して信号処理等を行う超
音波観測装置とを備えた超音波診断装置のデータ送受信
方法において、前記超音波振動子で得た超音波エコー信
号を処理してエコーデータとする信号処理工程と、前記
信号処理工程で得たエコーデータと同一のエコーデータ
を所定の順序で所定のデータ長毎にブロック化し、これ
らブロック化したエコーデータのそれぞれのブロックを
複数生成すると共に、これら生成した複数のブロックを
それぞれ元のブロックと連続するように挿入して逓倍化
信号を生成し、ワイヤレス信号として送出するデータ送
出工程と、前記データ送出工程で送出されたワイヤレス
信号を受信し、逓倍化信号に復調するデータ受信工程
と、前記データ受信工程で復調された逓倍化信号を前記
ブロックと対応して所定ブロック分シフトさせ、シフト
逓倍化信号を生成するシフト逓倍化信号生成工程と、前
記シフト逓倍化信号生成工程で生成されたシフト逓倍化
信号と前記逓倍化信号とを比較し、信号情報が一致する
ブロックを抽出してエコーデータを再生する抽出工程
と、を具備したことを特徴とする超音波診断装置のデー
タ送受信方法。
【００３６】（付記項６）  被検体に対して超音波を送
受信する超音波振動子と、この超音波振動子を駆動する
ための駆動信号を生成すると共に、この超音波振動子で
受信した超音波エコー信号に対して信号処理等を行う超
音波観測装置とを備えた超音波診断装置のデータ送受信
方法において、前記超音波振動子で得た超音波エコー信
号を処理してエコーデータとする信号処理工程と、前記
信号処理工程で得たエコーデータを所定の順序で所定の
データ長毎にブロック化するブロック化工程と、前記ブ
ロック化工程でブロック化した信号のそれぞれのブロッ
クを複数生成し、生成したブロックをそれぞれ元のブロ
ックと連続するように挿入して逓倍化信号を生成する逓
倍化工程と、前記逓倍化工程により生成された逓倍化信
号をワイヤレス信号として送出するデータ送出工程と、
前記データ送出工程で送出されたワイヤレス信号を受信
するデータ受信工程と、前記データ送出工程で送出され
たワイヤレス信号を受信し、逓倍化信号に復調するデー
タ受信工程と、前記データ受信工程で復調された逓倍化
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信号を前記ブロックと対応して所定ブロック分シフトさ
せ、シフト逓倍化信号を生成するシフト逓倍化信号生成
工程と、前記シフト逓倍化信号生成工程で生成されたシ
フト逓倍化信号と前記逓倍化信号とを比較し、信号情報
が一致するブロックを抽出してエコーデータを再生する
抽出工程と、を具備したことを特徴とする超音波診断装
置のデータ送受信方法。
【００３７】（付記項７）  前記抽出手段は、前記シフ
ト逓倍化信号と前記逓倍化信号とを比較した結果、信号
情報が一致しない場合に、前記データ受信手段を介して
前記データ送出手段に再送要求信号を出力することを特
徴とする付記項４に記載の超音波診断装置。
【００３８】（付記項８）  前記データ復調手段で復調
された逓倍化信号をＡ／Ｄ変換するＡ／Ｄ変換手段を備
えたことを特徴とする付記項４に記載の超音波診断装
置。
【００３９】（付記項９）  前記抽出手段で再生した超
音波エコー信号を音線ごとに格納する音線メモリを備え
たことを特徴とする付記項４に記載の超音波診断装置。
【００４０】（付記項１０）  前記抽出手段で再生した
超音波エコー信号を座標に変換するための座標変換手段
を備えたことを特徴とする付記項４に記載の超音波診断
装置。
【００４１】（付記項１１）  前記抽出工程は、前記シ
フト逓倍化信号と前記逓倍化信号とを比較した結果、信
号情報が一致しない場合に、前記データ受信工程を介し
て前記データ送出工程に再送要求信号を出力することを
特徴とする付記項６又は７に記載の超音波診断装置のデ
ータ送受信方法。
【００４２】（付記項１２）  前記データ復調工程で復
調された逓倍化信号をＡ／Ｄ変換するＡ／Ｄ変換工程を
備えたことを特徴とする付記項６又は７に記載の超音波
診断装置のデータ送受信方法。
【００４３】（付記項１３）  前記抽出工程で再生した
超音波エコー信号を音線ごとに格納する音線メモリを備
えたことを特徴とする付記項６又は７に記載の超音波診
断装置のデータ送受信方法。
【００４４】（付記項１４）  前記抽出工程で再生した
超音波エコー信号を座標に変換するための座標変換工程
を備えたことを特徴とする付記項６又は７に記載の超音
波診断装置のデータ送受信方法。
【００４５】（付記項１５）  前記再送要求信号は、逓
倍化信号として出力されることを特徴とする付記項７に
記載の超音波診断装置のデータ送受信方法。
【００４６】（付記項１６）  超音波を送受信する超音
波振動子を挿入部の先端側に有する超音波内視鏡と、こ
の超音波内視鏡の前記超音波振動子を駆動するための駆
動信号を生成すると共に、前記超音波振動子で受信した
超音波エコー信号に対して信号処理等を行う超音波観測
装置とを備えた超音波診断装置において、前記超音波振
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動子で受信した超音波エコー信号を前記超音波内視鏡か
ら前記超音波観測装置へワイヤレスで伝送することを特
徴とする超音波診断装置。
【００４７】（付記項１７）  超音波を送受信する超音
波振動子を挿入部の先端側に有する超音波プローブと、
この超音波プローブの前記超音波振動子を駆動するため
の駆動信号を生成すると共に、前記超音波振動子で受信
した超音波エコー信号に対して信号処理等を行う超音波
観測装置とを備えた超音波診断装置において、前記超音
波振動子で得た超音波エコー信号を処理してエコーデー
タとする信号処理手段と、前記信号処理手段で得たエコ
ーデータと同一のエコーデータを所定の順序で所定のデ
ータ長毎にブロック化し、これらブロック化したエコー
データのそれぞれのブロックを複数生成すると共に、こ
れら生成した複数のブロックをそれぞれ元のブロックと
連続するように挿入して逓倍化信号を生成し、ワイヤレ
ス信号として送出するデータ送出手段と、前記データ送
出手段で送出されたワイヤレス信号を受信し、逓倍化信
号に復調するデータ受信手段と、前記データ受信手段で
復調された逓倍化信号を前記ブロックと対応して所定ブ
ロック分シフトさせ、シフト逓倍化信号を生成するシフ
ト逓倍化信号生成手段と、前記シフト逓倍化信号生成手
段で生成されたシフト逓倍化信号と前記逓倍化信号とを
比較し、信号情報が一致するブロックを抽出してエコー
データを再生する抽出手段と、を具備したことを特徴と
する超音波診断装置。
【００４８】（付記項１８）  前記抽出手段は、前記シ
フト逓倍化信号と前記逓倍化信号とを比較した結果、信
号情報が一致しない場合に、前記データ受信手段を介し
て前記データ送出手段に再送要求信号を出力することを
特徴とする付記項１７に記載の超音波診断装置。
【００４９】（付記項１９）  前記データ復調手段で復
調された逓倍化信号をＡ／Ｄ変換するＡ／Ｄ変換手段を
備えたことを特徴とする付記項１７に記載の超音波診断
装置。
【００５０】（付記項２０）  前記抽出手段で再生した
超音波エコー信号を音線ごとに格納する音線メモリを備
えたことを特徴とする付記項１７に記載の超音波診断装
置。
【００５１】（付記項２１）  前記抽出手段で再生した
超音波エコー信号を座標に変換するための座標変換手段
を備えたことを特徴とする付記項１７に記載の超音波診
断装置。
【００５２】（付記項２２）  前記再送要求信号は、逓
倍化信号として出力されることを特徴とする付記項１８
に記載の超音波診断装置。
【００５３】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、超
音波振動子で得た超音波エコー信号をワイヤレス信号と
して正確に超音波観測装置に伝送することが可能である
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という効果を得る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の１実施の形態を備えた超音波診断装置
の全体構成を示す全体構成図
【図２】図１の超音波内視鏡及び超音波観測装置の回路
ブロック図
【図３】図２の比較抽出回路の動作を説明するタイムチ
ャート図
【図４】従来の超音波診断装置の１例を示す構成図
【図５】図４の超音波観測装置の回路ブロック図の１例
【図６】従来の超音波診断装置の構成を示す構成図
【図７】本実施例の超音波診断装置の構成を示す構成図
【符号の説明】
１        …超音波診断装置 *
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*２        …超音波内視鏡
２ａ      …超音波振動子
５        …超音波観測装置
１４      …内視鏡側送受信部
１５      …装置側送受信部
２１      …受信回路
２２      …アナログ信号処理回路
２３      …無線信号変調部
３１      …ＵＳドライバ
３２      …送信回路
３３      …無線信号復調部
３４      …Ａ／Ｄ変換器
３５      …信号遅延回路
３６      …比較抽出回路

【図１】

【図３】

【図４】
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【図２】

【図５】
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【図６】

【図７】
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